




Invest ig品tionof Parts Sorting Device by Laser 
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Dong fan XIE Jun YAMADA 
Abstract Non-contact parts sorting device is constructed to be applied to an automatic 
flexibl号 manufacturesyst告盟・ The device is one of the las記rgaging system明itha 官id邑
inspection area，田hichconsists of a laser diode， a scann邑r，Fresnel lens and so on・ The
inspection area is 250 X 1500盟m.
Incr母asingth邑 inspectionar邑a，the error generally increases. Some causes for th邑 error
are discuss色din detail. The tilt from a parallel beam and the intensity profile tranSI目itted
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例えば n=8/mm 、九二780nm、 61 = 
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図12 受光フレネルレンズ断面図
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ここで






図11の場合 f =178mm、幅=250mm 


















増幅度 K=K (u) 
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る。 f=178mmの一枚レンズのほうは 11/ I 0= 
0.49となり、護合レンズの効果は大きい。
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6.実験の結果と分析
受光用レンズとしてf=356mmのフレネルレン
63 
検討したように複数レンズが有効なことが分かった。
又、ポリゴンミラーの笹置を設計値通り設定し
た時の誤差は、実験的に微調整したときの誤差の2
倍以上あり、ポリゴンミラーの能置の調整も誤差を
撮らすため重要であることが分かった。
誤差の原因はピーム径少し大きいなどで、ビー
ム径の中心を取りにくいためである。
レーザによる部品選別装置t;:関する研究
ズを二枚重ね、 P.DとしてlOXI0mm2の受光面轄
の大きなものを用いて、光強度の変化が小さくなる
方法で実験を行った、ポリゴンミラーはXYステー
ジに乗せ、ステージを識調整して、誤差最小の並置
で実験を行った。
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まとめ
今回はレーザーによる検査幅の広い外形翻定器
を試作して、理論誤差とブレネルレンズの特性を検
討して、精度向上できることが分かった。しかし、
実欝誤差は理論誤差より大きかった。今後、より良
い小型化装置を試作する予定で、ある。
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翻定結果の例
園15は部品として甚径30mmのアルミ円筒を
検査したときにえられた誼蕗である、 翻定の値は
Z9.85mm、誤差は0.5%となった。投受光器閣の距
離を1500mmとし、投光器から200mm間臨で7ケ所、
レンズの中心から両醐へ50mm間隔で5ケ所、合計
35ケ所の翻定ポイントを定めて誤差の翻定を行っ
た。
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図15
検査領域と誤差の関係
図16はレンズの中央部における誤差分布の劃
定結呆を示す。投光器より距離が離れるに縫い誤差
が大きくなり、又レンズの中央部より縁に行くに従
い誤差が大きくなった。
受光用レンズとして、 f=178mmの単レンズを
用いても実験を行ったが、謹数レンズを用いた場合
と比ベて、誤差が3~4倍大きな値となり、前章で
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